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今月の主な内容
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12年度決算報告

まちの話題

ほけんだより

八朔まつりスナップ

町職員給与の実体

情報ひろば



決算総額
歳入　81億2,130万6,339円

歳出　77億7,150万0,588円

20世紀最後　矢島町の家計簿

決

算

の

あ

ら

ま

し

　
20
世
紀
最
後
の
年
の
昨
年
度
は

国
の
経
済
事
情
を
見
ま
し
て
も
企

業
部
門
を
中
心
に
自
立
回
復
に
向

け
た
動
き
が
あ
っ
た
も
の
の
、
個

人
消
費
の
足
踏
み
を
は
じ
め
厳
し

さ
が
続
く
雇
用
情
勢
な
ど
改
善
の

動
き
は
鈍
く
、
景
気
の
先
行
き
に

つ
い
て
も
、
不
透
明
感
を
払
拭
出

来
な
い
ま
ま
新
世
紀
を
迎
え
た
感

が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
普
通

地
方
交
付
税
が
平
成
９
年
度
以
降

増
加
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
特

に
当
年
度
は
、
景
気
対
策
の
た
め

の
再
算
定
が
あ
り
、
対
前
年
度
比

で
も
一
一
八
、
二
七
一
千
円
の
増

額
を
確
保
で
き
、
順
調
に
町
政
運

営
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、

近
年
の
景
気
の
動
向
が
関
連
し
個

人
町
民
税
、
固
定
資
産
税
の
減
収
、

町
税
の
滞
納
が
増
加
し
て
お
り
ま

す
。

　
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

11
年
度
ま
で
に
完
成
し
た
公
共
事

業
14
件
の
総
合
竣
工
式
を
挙
行
し
、

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
推
進
の

た
め
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た

田
園
空
間
整
備
事
業
も
国
庫
補
助

事
業
と
し
て
正
式
に
採
択
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
完
成
に
よ
り

新
た
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、

自
宅
に
い
な
が
ら
議
会
・
イ
ベ
ン

ト
等
の
行
政
情
報
の
受
信
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
福
祉
関
係

で
は
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応

し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
痴

呆
性
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
完
成
、

矢
島
保
育
園
も
建
設
工
事
が
終
了

し
、
４
月
よ
り
開
園
し
て
お
り
ま

す
。

　
健
全
財
政
運
営
を
念
頭
に
、
行

財
政
の
見
直
し
、
組
織
の
機
構
改

革
を
図
り
な
が
ら
、
町
民
福
祉
の

向
上
と
、
町
政
発
展
に
努
め
た
年

度
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
事
業
の
内
訳

一
、
住
民
の
福
祉
と
健
康
管
理

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
痴
呆

　
性
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
完
成

・
矢
島
保
育
園
が
４
月
開
園

・
各
種
検
診
事
業
を
実
施

・
前
立
腺
癌
検
診
の
実
施

・
人
間
ド
ッ
ク
受
診
補
助
に
脳
ド
ッ

　
ク
を
追
加

二
、
生
活
環
境
の
整
備

・「
矢
島
町
住
み
よ
い
環
境
づ
く

　
り
」
条
例
の
制
定

・「
地
域
防
災
計
画
」
の
完
成

・「
消
防
団
再
編
大
綱
」
の
決
定

・
坂
之
下
橋
架
替
工
事
の
完
成

用語の内容
歳入55億1,993万3,704円

地方交付税

所得税、法人税､ 消費税など個
人や会社が納めた税金を、市町
村などが行うべき事務を遂行で
きるよう、国が交付するお金

町　債
国･県や金融機関などから借り
入れるお金

国･県支出金
町などが行う事業に対して、国･
県が公益性を認め交付するお金

町　税
町民税、固定資産税、軽自動車
税など町が主体で課税している
お金

繰入金
財政調整基金、ふるさと創生基
金、地域福祉基金、少子化対策
基金の繰入などがある

地方消費税
交付金

皆さんが物品を買って納めた消
費税は5％。そのうち2割が町な
どに交付されるお金

地方譲与税

国が徴収し、そのまま町などに
対して譲与するお金、地方道路
譲与税、自動車重量譲与税など
がある



平成12年度
一般会計

特別会計

平成12年度決算報告

・
新
所
・
須
郷
田
線
の
整
備

三
、
産
業
の
振
興

・
生
産
調
整
２
６
９
㌶
の
実
施

　
実
施
率
１
０
０
％
達
成

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
　

の
ス
タ
ー
ト

・
草
地
造
成
等
へ
の
助
成
の
実
施

・「
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
」
の
完
成

・
水
田
圃
場
整
備
事
業

　「
川
辺
地
区
面
工
事
」
が
終
了

・
基
盤
整
備
促
進
事
業

　
川
代
堰
に
着
手
、
立
石
堰
継
続

・
商
品
券
発
行
へ
の
助
成
の
実
施

・
駅
前
広
場
の
整
備

四
、
教
育
の
振
興

・
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
授

　
業
の
導
入

・
校
内
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
等
教
育
環
境
の
整
備

・「
矢
島
町
・
高
松
市
小
学
生
交

　
流
の
翼
」
事
業
の
実
施

・
中
学
生
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

　
郷
土
探
索
の
実
施

・
音
楽
千
年
紀
回
廊
ピ
ア
ノ
コ
ン

　
サ
ー
ト
の
実
施

・
古
文
書
等
５
点
町
文
化
財
指
定

五
、
総
務
企
画

・
公
共
事
業
14
件
の
総
合
竣
工
式

　
の
挙
行

・
情
報
公
開
制
度
を
施
行

・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

　
の
完
成

・
田
園
空
間
整
備
事
業

　
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
採
択

会　計　区　分 歳　入 歳　出 増　減

畜産センター経営事業特別会計 47,139 44,603 2,536

老人保健特別会計 　 796,877     790,592 6,285

国民健康保険特別会計     554,323     480,047 74,276

町営スキー場経営事業特別会計     123,207     109,501 13,706

簡易水道事業特別会計       10,746       10,246 500

集落排水事業特別会計       89,203       87,762 1,441

公共下水道事業特別会計  727,271 726,577 694

土地取得事業特別会計 76,560 76,458 102

(公営企業会計)水道事業会計     176,044 162,392 13,652

費用の内容

特別会計決算額(千円)

歳出　52億8,332万1,058円

一般会計歳出決算額の推移

3　4　5　6 7　8　９　10　11年度

億円

民生費
老人福祉施設措置費、ホームヘル
プサービス事業委託、福祉医療
費、介護保健事業

総務費
人件費、情報ネットワーク施設整
備、地域振興券交付金、統計調査

農林水産業費
農業委員会、農業振興のための各種
補助、米生産調整対策、畜産、林業、
地籍調査、基盤整備促進事業

公債費
町が以前に国･県や金融機関から借
り入れたお金を返すお金など

土木費
道路台帳修正業務、坂之下橋架替
工事、町道の改良･舗装･維持工
事、克雪対策

教育費

中学生海外研修補助、スキーシーズン
券補助、教育基金積立、ALT招致事業、
コンピュータリース、総合美術展、
少年野球教室

諸支出金
公共用地の取得金、公共用地造成
償還金、特別会計への繰出金



　
　
高
松
市
友
好
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
善
訪
問
団
来
町

　
去
る
９
月
２
日
、
矢
島
町
と
ゆ
か
り
の

あ
る
高
松
市
の
友
好
都
市
親
善
訪
問
団
の

み
な
さ
ん
が
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
矢
島
町
と
高
松
市
と
は
、
平
成
11
年
10

月
に
友
好
都
市
協
定
を
締
結
、
さ
ら
に
矢

島
町
郷
土
史
研
究
会
と
高
松
市
歴
史
民
俗

協
会
と
の
間
で
も
姉
妹
縁
組
協
定
を
締
結

し
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
通
し

て
交
流
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
更
に
交
流
を
深
め
よ
う
と
高

松
市
各
界
代
表
か
ら
な
る
一
行
31
名
の
訪

問
団
の
み
な
さ
ん
が
来
町
さ
れ
、
３
日
間

の
日
程
で
本
町
の
歴
史
観
光
を
直
に
ふ
れ
、

高
松
市
と
矢
島
町
、
そ
し
て
矢
島
町
を
か

こ
む
地
域
の
歴
史
的
つ
な
が
り
を
感
慨
深

く
熱
心
に
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
、
町

主
催
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。
互
い
に
旧

知
の
間
が
ら
の
よ
う
に
親
し
く
情
報
交
換

を
交
え
て
な
ご
や
か
に
懇
談
し
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
２
日
目
、
訪
問
団
の
皆
さ
ん
を

待
っ
て
い
た
か
の
ご
と
く
、
く
っ
き
り
と

姿
を
あ
ら
わ
し
た
鳥
海
山
、
祓
川
「
竜
ヶ
原

湿
原
」
を
井
岡
利
夫
先
生
の
案
内
で
散
策

し
、
特
に
高
山
植
物
に
興
味
を
も
っ
て
い

る
方
が
多
く
何
度
も
質
問
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。
ま
た
散
策
の
帰
り
に
は
鳥
海
山
を

何
度
と
な
く
振
り
返
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
鳥
海
山
を
後
に
象
潟
町
「
蚶
満
寺
」
を

訪
れ
た
皆
さ
ん
は
生
駒
氏
入
府
に
つ
い
て

の
説
明
を
聞
き
生
駒
氏
移
封
に
思
い
を
は

　
本
町
の
歴
史
的
建
造
物
「
八
森
苑
」
で
の

昼
食
後
、
歴
史
交
流
館
「
道
益
苑
」
で
お
茶

の
会
の
方
々
か
ら
お
も
て
な
し
い
た
だ
き
、

午
後
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
歴
史
交
流
館
前
に
て
高
松
市

訪
問
団
の
佃
団
長
、
諏
訪
元
市
議
会
議
長
、

山
本
環
境
審
議
会
委
員
、
佐
藤
町
長
、
正
木

議
会
議
長
よ
り
「
ア
カ
マ
ツ
」
の
記
念
植
樹

を
実
施
し
、
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
頂
き

ま
し
た
。

　
今
野
銀
一
郎
先
生
か
ら
、
生
駒
家
菩
提

寺
「
龍
源
寺
」、
矢
島
城
趾
、
矢
島
神
社
、
郷

せ
ま
し
た
。「
蚶
満
寺
」
を
後
に
、
日
本
海

沿
い
か
ら
矢
島
町
に
入
り
「
や
さ
い
王
国
」

に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
新
鮮
な

野
菜
な
ど
を
段
ボ
ー
ル
箱
い
っ
ぱ
い
に
買

い
直
送
す
る
な
ど
、
朝
市
を
思
わ
せ
る
状

況
で
し
た
。

迫力のある神楽太鼓

七日町通りでの矢島音頭

濁川番楽の皆さん

駅
前
で
の
競
演
会

「
新
丁
若
者
」

「アカマツ」の記念植樹

400年の伝統

八朔まつりスナップ
9/8宵宮



土
資
料
館
、
そ
し
て
国
指
定
重
要
文
化
財

「
土
田
家
」
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
親
善
訪

問
の
旅
を
終
え
ま
し
た
。

　
９
月
４
日
、
矢
島
町
の
景
色
、
歴
史
を
心

に
刻
み
訪
問
団
の
み
な
さ
ん
は
早
朝
高
松

へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

　
高
松
市
友
好
都
市
親
善
訪
問
団
の
み
な

さ
ん
の
ご
来
町
に
心
か
ら
感
謝
致
し
、
ま

た
の
ご
来
町
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

生駒家菩提寺「龍源寺」にて

『あなたのまちの幸せのために』

　～全国一斉に共同募金始まる～

　本年も10月１日から赤い羽根共同募金運動が

スタートしました。

　たすけあいの心の醸成を図るため、県民ひとりひとりの理解と参

加を得て募金目標の達成に向けて努力を要することであります。

　さて、国では平成12年４月から介護保険制度の導入、同年６月

には今後の役割に影響を及ぼす社会福祉法が可決、施行されており

ます。つまり共同募金は地域福祉活動推進への一層の寄与が明確化

され、地域住民や社会福祉協議会・ボランティア等を中心に地域密

着型、住民参加型の民間社会福祉事業及び地域福祉活動を積極的に

支援していくため、過半数配分を撤廃し、重点的配分やより広域的

な活動への支援が可能となったのであります。

　何卒、本主旨をご認識下さいまして、民間のもつ柔軟性と先導性

を発揮する条件整備を図るためにも特段の参加と協力をお願いしま

す。

　本町共同募金会も矢島町婦人会による街頭募金を始め、部落奉仕

員による毎戸募金、各法人、事業所及び

小中高等学校の参加を得て展開してまいります

のでよろしくご協力お願い申し上げます。

矢島町募金会目標額　金1,300,000円

４
０
０
年
の
伝
統

　
　
　
　
八
朔
祭
り
ス
ナ
ッ
プ

　
４
０
０
年
の
伝
統
を
誇
る
矢
島
神
明
社
の

祭
典
、
矢
島
八
朔
祭
り
が
９
月
８
・
９
日
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
２
日
間
と
も
あ
い
に
く
の
雨
で
し

た
が
、
今
年
の
お
祭
り
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
夏

の
日
差
し
の
よ
う
な
天
気
と
な
り
祭
り
日

和
と
な
り
ま
し
た
。

さて問題です。　　

私は誰でしょうか？

舘町青年会の

仮装「供奴」

どれにしようかな？

ダンシング夏祭り「水上若者」

9/9祭典



まちの

　話題

由利郡女子ソフトボール大会

初出場初優勝
　
平
成
19
年
秋
田
国
体
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
成
年
女
子
部
門
開
催
会
場
の

町
と
し
て
、
矢
島
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
で
も
、
昨
年
の
全
日
本
シ
ニ
ア
大
会

及
び
本
年
の
実
業
団
東
北
大
会
実
施

に
協
力
し
な
が
ら
審
判
員
並
び
に
競

技
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
等
行
っ
て

お
り
ま
す
中
で
、
先
日
「
由
利
郡
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
に
初
め
て
協
会

チ
ー
ム
を
派
遣
い
た
し
ま
し
た
。
急
造

チ
ー
ム
ゆ
え
に
練
習
も
わ
ず
か
一
回

だ
け
、
更
に
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も
準
備

出
来
な
い
ま
ま
で
の
参
加
で
し
た
が
、

か
つ
て
鍛
え
た
パ
ワ
ー
で
強
豪
由
利

町
及
び
金
浦
町
を
粉
砕
し
見
事
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
矢
島
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

で
は
19
年
国
体
に
協
力
す
べ
く
、
更
に

公
式
記
録
員

の
養
成
等
を

実
施
し
な
が

ら
協
会
員
を

募
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
希

望
者
は
是
非

ご
加
入
下
さ

い
。

初
優
勝
し
た
協
会
チ
ー

ム
の
皆
さ
ん

若
手
を
退
け
優
勝
し
た

　
　
健
康
バ
レ
ー
チ
ー
ム

　
第
３
回
全
町
８
人
制
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
、
８
月
26
日
（
日
）
に
矢
島
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、
５
チ
ー
ム
の
参
加
に

よ
る
リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
中
学
生
か
ら
高
齢
者
の
方
々
ま

で
幅
広
い
年
齢
層
の
選
手
が
参
加
致
し
ま
し

た
。
チ
ー
ム
は
違
い
ま
す
が
親
子
３
世
代
で

参
加
し
た
家
族
も
お
り
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
60
歳
も
年
齢
の
違
う
選
手
達
が
、

同
じ
ひ
と
つ
の
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
熱
戦
を

繰
り
広
げ
て
お
り
ま
し
た
。

優
　
勝
　
健
康
バ
レ
ー
Ｂ
（
初
優
勝
）

準
優
勝
　
コ
ス
モ
ス

全
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
開
催

斎
藤
佳
三
顕
彰
音
楽
会

　
９
月
16
日
、
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
斎
藤
佳
三
顕

彰
音
楽
会
」
が
日
新
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
音
楽
会
は
、
矢
島
町
出
身
で
日
本
初
の
商
業
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
も
有
名
な
斎
藤
佳
三
先
生
を
偲
ん
で
開
催

さ
れ
て
お
り
今
年
で
13
回
目
。
斎
藤
先
生
が
作
曲
し
た

「
ふ
る
さ
と
の
」
の
独
唱
を
は
じ
め
、
矢
島
小
学
校
音
楽
部

に
よ
る
合
奏
や
コ
ー
ル
秋
桜
に
よ
る
合
唱
、
矢
島
中
学
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
４
重
奏
な
ど
、
出
演
者

皆
さ
ん
の
日
頃
か
ら
の
練
習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
心
に
響
く
音
色
で
と
て
も
す
ば
ら
し
い
音
楽
会
で
し

た
。秋

風
を
呼
ぶ
　
木
管
五
重
奏
の
調
べ

　
〜
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
〜

　
９
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
、
ト
ウ
キ
ョ

ウ
・
ウ
イ
ン
ズ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
小
・
中

学
校
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
日
新

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
・
中
学
校
で
は
楽
器
の
紹
介
を
交
え

た
楽
し
い
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、

中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
員
が
木
管
楽

器
用
に
編
曲
し
た
「
矢
島
の
歌
」
も
演
奏

さ
れ
み
ん
な
で
合
唱
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
へ
は
各

パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
音
の
出
し
方
の
指
導

や
課
題
曲
の
全
体
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
敬
老
の
日
に
は
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
「
ふ
る

さ
と
」
や
「
も
み
じ
」
な
ど
身
近
な
曲
を
演

奏
し
て
の
楽
器
紹
介
等
な
ど
「
音
楽
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
」
に
皆
さ
ん
目
を
輝
か
せ
て
演

奏
を
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。

　
16
日
の
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
メ
ド
レ
ー
や
、
斎
藤
佳

三
顕
彰
音
楽
会
で
中
学
生
が
演
奏
し
た

「
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
古
い
舞
曲
」
等
な
ど
が
演

奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
楽
器
の
お
話
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器

に
つ
い
て
素
材
や
仕
組
み
な
ど
が
わ
か
り

や
す
く
説
明
さ
れ
、
ド
ラ
え
も
ん
や
日
本

昔
ば
な
し
な
ど
会
場
の
お
客
さ
ん
に
も
聞

き
覚
え
の
あ
る
曲
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
の
方
々
が
秋
田
県
や
東

北
に
ゆ
か
り
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
お
話

を
ユ
ー
モ
ア
？
を
交
え
て
お
話
し
て
下
さ

り
、
親
し
み
や
す
く
型
に
は
ま
ら
な
い
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、「
矢
島
の
歌
」
が
演

奏
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
ひ
と
き
わ
大
き
な

拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。



まちの

話題

交通安全運動展開！　　

新世紀　初心にかえり交通安全

交
通
指
導
女
子
隊
員
に
よ
る

交
通
安
全
教
室

（
右
）
保
育
園
　（
左
）
小
学
校

　
９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10
日

間
『
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
』
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
に
は
、
町
内
の
各
交
差
点

等
に
お
い
て
の
街
頭
指
導
を
は
じ
め

と
し
、
交
通
指
導
隊
員
と
母
の
会
に

よ
る
交
通
安
全
広
報
、
保
育
園
児
・
小

学
校
１
・
２
年
生
を
対
象
と
し
た
交

通
指
導
隊
女
子
隊
員
に
よ
る
交
通
安

全
教
室
、
高
齢
者
福
祉
施
設
を
訪
問

し
て
の
声
か
け
運
動
と
反
射
材
の
配

布
な
ど
関
係
諸
団
体
が
様
々
な
交
通

安
全
運
動
を
展
開
し
、
子
供
と
高
齢

者
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
１
日
〜
10
月
31
日
ま

で
『
高
齢
者
被
害
防
止
の
た
め
の
反

射
材
普
及
促
進
月
間
』、
10
月
１
日
〜

11
月
31
日
ま
で
『
夕
暮
れ
時
に
お
け

る
広
報
啓
発
リ
レ
ー
』、
10
月
１
日
〜

12
月
31
日
ま
で
『
夕
暮
れ
時
に
お
け

る
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
運
動
』
等

様
々
な
交
通
安
全
運
動
が
引
き
続
き

展
開
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
、
日
没
が
早
く
な
り
、
薄
暮

（
夕
方
）
か
ら
夜
に
か
け
交
通
事
故
の

増
加
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
ド
ラ
イ

バ
ー
は
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
、
歩

行
者
は
反
射
材
を
着
用
す
る
な
ど
明

る
く
目
立
つ
服
装
を
し
、
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
お
互
い
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

「
秋
の
ブ
ナ
植
樹
会
」
開
催

　『
21
プ
ラ
ス
１
』
で
は
『
鳥
海
山
に
ブ
ナ
を
植

え
る
会
（
象
潟
町
）』
と
共
催
で
ブ
ナ
植
樹
会
を

開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
、
グ
ル
ー
プ
、
職
場
の

仲
間
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
期
　
　
日
　
平
成
13
年
10
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
予
備
日
28
日
（
日
）

◇
会
　
　
場
　
矢
島
町
桃
野
畑
地
脇

◇
集
合
場
所
　
花
立
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
体
育
館

　
　
　
　
　
　
無
料
バ
ス
は
午
前
８
時
に

　
　
　
　
　
　
矢
島
駅
を
出
発
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
※
バ
ス
は
事
前
申
込

◇
受
付
時
間
　
午
前
８
時
45
分
よ
り

◇
植
樹
会
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

◇
持
ち
物
　
軍
手
、
剣
先
ス
コ
ッ
プ
、
唐
鍬
、

　
　
　
　
　
雨
具
、
昼
食
な
ど

※
無
料
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
、
そ
の
他
問
い

合
わ
せ
は
矢
島
町
役
場
企
画
情
報
係
に
ご
連
絡

下
さ
い
。（
℡
５
５
―
４
９
５
２
）

秋田県家庭婦人バレーボール大会

◇◇◇矢島クラブ準優勝に輝く◇◇◇

　
９
月
15
、
16
日
の
２
日
間
に
渡
り
、

第
25
回
秋
田
県
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
秋
田
市
立
体
育
館
を
主
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
会
成

績
別
に
１
部
〜
９
部
に
分
か
れ
て
お

り
、
今
年
の
参
加
チ
ー
ム
は
１
１
９

チ
ー
ム
。
矢
島
ク
ラ
ブ
は
初
出
場
の

為
、
第
９
部
へ
の
登
録
及
び
試
合
と
な

り
、
見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
試
合
内
容
は
初
戦
、
平
均
年
齢
60
歳

の
シ
ニ
ア
ほ
ど
の
（
秋
田
市
）、
２
戦

目
、
若
手
の
金
沢
レ
デ
ィ
ー
ス
（
横
手

市
）、
そ
し
て
決
勝
は
同
じ
く
初
出
場

の
さ
く
ら
（
中
仙
町
）。
試
合
は
ほ
ぼ
互

角
の
戦
い
と
な
り
、
随
所
に
好
プ
レ
ー

が
見
ら
れ
、
手
に
汗
握
る
緊
迫
し
た

ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
が
、
あ
と
一
歩

及
ば
ず
・
・
・
・
。

　
し
か
し
、
自
分
達
の
力
を
試
し
て
み

た
く
初
め
て
出
場
し
た
大
会
で
好
成
績

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
、
試
合
後
の
選

手
た
ち
の
顔
は
、
満
足
感
に
満
ち
て
お

り
ま
し
た
。

矢島クラブのメンバーの皆さん



町職員給与の実態をお知らせします
　町民の皆さんに町職員の給与の実態をお知らせします。

　町職員の給与は、国家公務員の給与を基準として、町議会の審議を経て町条例に

定められております。

　給与は、基本給与として給料と扶養手当から成り立っております。

１、人件費の状況（普通会計決算）

２、職員給与の状況

３、職員の初任給（平成13年４月１日現在）

４、職員の経験年数別、学歴別平均給料月額（平成13年４月１日現在）

５、職員の平均給料月額及び平均年齢（平成13年４月１日現在）

６、一般行政職の級別職員数（平成13年４月１日現在）

区　　分 住民基本台帳
人口(年度末) 歳出額　Ａ 実質収支 人件費　Ｂ 人件費率

 (Ｂ／Ａ)
参考平成11年
度の人件費率

12年度 6,485人 5,386,828千円 216,101千円 803,201千円 14.9％ 15.8％

区　　分 職員数　A
給　与　費 １人当給与費

（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B

13年度 73人 299,827千円 46,478千円 135,746千円 482,051千円 6,603千円

区　　分
矢島町 国

初任給 採用２年経過日 初任給 採用２年経過日

一般行政職
大学卒 174,400円 188,900円 174,400円 188,900円

高校卒 141,900円 151,800円 141,900円 151,800円

区　　分
経　験　年　数

０年～９年 10年～19年 10年～19年 30年以上

一般行政職
大学卒 206,540円 318,700円 399,533円

高校卒 175,060円 258,743円 361,219円 426,650円

区　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 340,421円 42.11歳

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標準的な
職務内容

主事補、
技師補

主事、技師
保健婦 主任 主査 係長

課長補佐、
参事、室長

課長、局長
次長、主席
参事、館長

主幹、　　
総務課長

職員数 3人 4人 11人 10人 12人 19人 9人 5人 73人

構成比 4.1% 5.5% 15.1% 13.7% 16.4% 26.0% 12.3% 6.9% 100.0%



７、職員手当の状況
 (ア) 期末・勤勉手当　　　　　 (単位：ヵ月分)

※国・県と同じ支給割合となっています。また、国と同じく職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置を設けています。

 (イ) 退職手当　　　　　　　　 (単位：ヵ月分)

※退職したときの給料月額に、退職事由及び勤続年数により一定の支給割合を乗じて
支給されます。

 (ウ) 特殊勤務手当 (平成13年４月１日現在)  (エ) 時間外勤務手当

 (オ) 扶養手当、住居手当、通勤手当の月額 (平成13年４月１日現在)

９、特別職の報酬等の状況 (平成13年４月１日現在)

８、ラスパイレス指数の推移について

※代表的な国家公務員の

棒給を100としています｡

10、部門別職員数の状況 (平成13年４月１日現在) 職員数の（　）は一般職

区　分 ６月期 12月期 3月期 合　計

期末手当 1.45 1.60 0.55 3.60

勤勉手当 0.6 0.55 0.0 1.15

区　分 限度額 勤続20年 勤続25年 勤続35年

自己都合 60.00 21.000 33.75 47.50

勧奨・定年 62.70 28.875 44.55 62.70

手当の種類
町税等徴収事務、伝染病防疫作業、特
殊・大型自動車作業、ボイラー作業

職員全体に占める手
当支給職員の割合 6.8％

支給対象職員１人
当たり平均支給額 7,800円

11年度 12年度

支給総額 職員１人当
り支給総額 支給総額 職員１人当

り支給総額

24,736千円 419千円 18,670千円 212千円

区　　　　分 矢島町 国

扶養手当

配偶者 16,000円 16,000円

配偶者以外の２人目まで
 (扶養親族でない配偶者がいる場合の１人目)
 (配偶者がいない場合の１人目)

6,000円
6,500円
11,000円

6,000円
6,500円
11,000円

その他 3,000円 3,000円

満16歳年度当初から満22歳年度末までの扶養換算額 5,000円 5,000円

住居手当

借家 (支給限度額) 27,000円 27,000円

自家 1,000円 1,000円

自家で新築から５年目まで 2,500円 2,500円

通勤手当 交通用具 (自家用車等) の利用の限度額 20,900円 20,900円

年　　度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度

ラスパイレス指数 93.1 93.9 93.8 95.7 94.6

区　分 報酬月額 期末手当

町　長 810,000円

６月期・・・1.45カ月分
12月期・・・1.60カ月分
３月期・・・0.55カ月分
　計　・・・3.65カ月分

助　役 630,000円

収入役 590,000円

教育長 560,000円

議　長 280,000円

副議長 240,000円

議　員 225,000円

区　　　　分 職員数 対前年増減数 主な増減理由

部　　　　門 12年 13年

一般行政部門

議　　　　会 （  1）  2人 （  1）  2人

総　　　　務 （  9）10人 （  9）10人

税　　　　務 （  9）  9人 （  9）  9人

農　　　　林 （10）13人 （10）13人

企画商工観光 （  9）11人 （  7）  9人 （△2）△2 他部門への移動による

建　　　　設 （  4）  5人 （  6）  6人 （　2）　1 業務増によるスタッフ拡充

生活  ・  環境 （  7）  8人 （  7）  8人

福祉  ・  保健 （11）12人 （  9）11人 （△2）△1 他部門への移動による

小　　　　計 （60）70人 （58）68人 （△2）△2

収入役部門
会　　　　計 （  2）  3人 （  2）  3人

小　　　　計 （  2）  3人 （  2）  3人

特別行政部門
教　　　　委 （  9）11人 （  9）11人 （△1）△1 他部門への移動による

小　　　　計 （  9）11人 （  9）11人 （△1）△1

公営企業部門
水　　　　道 （  5）  7人 （  5）  7人

小　　　　計 （  5）  7人 （  5）  7人

合　　　　計 （76）91人 （73）88人 （△3）△3 退職等(4名)、採用(1名)



文 化 講 演 会

講師　中村慶一郎　氏

　『小泉改革と

　　　これからの日本』

　10月14日（日）

　　　午後２時30分
　日新館にて入場料　無料

（入場整理券は日新館・役場・矢

島駅でお求め下さい。）

　　

　町内外多数の聴講をお待ち

しております！！

　問い合わせ先

矢島町日新館（℡56―2203）

〈
活
躍
の
記
録
〉

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
９
月
７
日
〜
８
日

　
神
戸
総
合
運
動
公
園
内
体
育
館

◎
ホ
ー
プ
ス
（
小
学
５
・
６
年
生
）

　
男
子
の
部

三
浦
　
公
貴
３
―
０
坂
　
田

　（
新
町
）　
　
　
　（
奈
良
県
）

三
浦
　
公
貴
３
―
２
塚
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
宮
崎
県
）

※
予
選
リ
ー
グ
２
勝
で
決
勝
ト
ー

　
ナ
メ
ン
ト
進
出

三
浦
　
公
貴
０
―
３
松
　
本

　
　
　
　
　
　
　
　（
兵
庫
県
）

◎
カ
　
　
ブ
（
小
学
３
・
４
年
生
）

　
女
子
の
部

金
子
　
俊
恵
０
―
３
高
　
荷

（
針
ヶ
岡
）　
　
　（
広
島
県
）

金
子
　
俊
恵
０
―
３
湯
　
沢

　
　
　
　
　
　
　
　（
栃
木
県
）

※
予
選
リ
ー
グ
２
敗
で
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
進
出
な
ら
ず

第
３
回
　
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

由
利
町
大
会
　
　
８
月
18
日
（
土
）

準
優
勝

　
決
勝
　
由
利
町
ス
ポ
少
６
対
９

平
成
13
年
度
　
鳥
海
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
交
流
大
会
８
月
25
日
（
土
）

優
　
勝

　
決
勝
　
直
根
ス
ポ
少
13
対
１

第
32
回
　
秋
田
県
空
手
道
選
手
権

大
会
　
　
　
　
　
９
月
２
日
（
日
）

◎
小
学
１
・
２
年
個
人
（
組
手
）

　
　
準
優
勝
　
佐
藤
　
未
知
洋

◎
中
学
生
男
子
個
人
（
形
）

　
　
優
　
勝
　
太
田
　
拓
也

◎
中
学
生
男
子
（
組
手
）

　
　
３
　
位
　
三
浦
　
一
斗

◎
高
校
生
女
子
個
人
（
形
）

　
　
３
　
位
　
土
田
　
悠
莉

◎
高
校
生
女
子
個
人
（
組
手
）

　
　
３
　
位
　
土
田
　
悠
莉

第
18
回
秋
田
県
空
手
道
少
年
練
成

大
会
　
　
　
　
　
９
月
16
日
（
日
）

◎
小
学
５
・
６
年
男
子
（
形
）

　
　
準
優
勝
　
黒
木
　
惇
哉

◎
中
学
生
団
体
（
形
）

　
　
３
　
位
（
太
田
拓
也
、
三
浦

　
　
　
一
斗
、
土
田
　
桂
チ
ー
ム
）

◎
中
学
生
団
体
（
組
手
）

　
　
準
優
勝
（
太
田
拓
也
、
三
浦

　
　
　
一
斗
、
土
田
　
桂
チ
ー
ム
）

　
　
３
　
位
（
佐
藤
昴
也
、
佐
藤

　
　
　
貢
、
佐
々
木
優
作
チ
ー
ム
）

上位入賞された矢島空手道児

備
蓄
品
の
寄
付

　
あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　
先
月
号
で
災
害
救
援
物
資
の
ご

寄
付
を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

集
ま
っ
た
物
資
は
次
の
と
お
り
で

す
。

タ
オ
ル
　
　
　
　
　
　
１
４
７
枚

毛
布
、
布
団
　
　
　
　
６
枚

◎
ご
寄
付
頂
い
た
方
々

山
　
寺
　
　
遠
藤
　
サ
ト
　
様

七
日
町
　
　
山
田
　
　
宏
　
様

九
日
町
　
　
三
浦
　
忠
夫
　
様

新
　
所
　
　
柴
田
　
和
子
　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
順
不
同

　
大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

災
害
救
援
物
資
の
寄
付
の
受
付
は
、

随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

矢
島
町
功
労
者

　
　
　
　
訃
　
報

※
社
会
福
祉
功
労

　
小
幡
　
良
美
氏
（
谷
地
沢
）

※
教
育
功
労

　
佐
藤
周
之
助
氏
（
矢
島
町
）

※
産
業
功
労

　
佐
藤
　
秀
一
氏
（
長
　
泥
）

　
ご
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。

矢

島

町

標

準

小

作

料

改

定

　
平
成
13
年
度
産
米
か
ら
、
標
準
小
作
料
が
次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
双
方
話
し
合
い
の
上
、
標
準
小
作
料
を
参
考
の
上
変
更
し
て
下
さ
い
。

（
変
更
し
た
場
合
は
農
業
委
員
会
へ
通
知
し
て
下
さ
い
。）

区
分(

10
ａ
当
た
り)

　
　
平
成
13
年
度
　
　
　
平
成
12
年
度

上
田(

５
９
０
㎏)

　
　
２
１
、
０
０
０
円
　
２
８
、
０
０
０
円

中
田(

５
２
０
㎏)

　
　
１
５
、
０
０
０
円
　
２
４
、
０
０
０
円

下
田(

４
７
０
㎏)

　
　
１
０
、
０
０
０
円
　
１
６
、
０
０
０
円



　　　こちら情報センター

インターネットでウィルス発生！

ＴＶ電話ビデオ・オン・デマンド装置

下記電話番号にダイヤルすることにより各

種情報が見られます。

　行政・福祉情報　　　　 29-5020

　観光・イベント情報　　 29-5021

　公共施設予約状況　　　 29-5032

ホームページアドレス

  http://www.town.yashima.akita.jp

メール

  kikaku＠ town.yashima.akita.jp

　
第
三
一
七
回
　
矢
島
短
歌
会

　
　
八
月
例
会
秀
歌

　
　
　
　
　
選
者
　
藤
田
　
嘉
樹

　
や
ま
め
九
月
例
会

　最近、ホームページを開くだ

けで感染のおそれがある新種の

コンピュータウィルス「ニムダ」

が、猛威を振るっている。

「ニムダ」は感染したホームペー

ジを見たときや感染したパソコン

から届いたメールを開いたときに

感染する。さらに企業などのＬＡ

Ｎでパソコンのファイルを共有していると、感染

パソコンからほかのパソコンへウィルスのコピー

を送りつける。あっという間に世界に広がってし

まった。このウィルスに役場のコンピュータも被

害にあった・・・。家庭でインターネットをやら

れている方はウィルス対策ソフト等を活用してパ

ソコンに入っているデータがウィルスに冒されな

いように気をつけましょう。

★下半期ＩＴ講習会
　下半期のＩＴ講習会も

９月１２日から始まり、

１回目の講習会が終了し

ました。

　上半期の講習開催日に

都合がつかなかった方や「私にできるかな」と受

講を迷っている方には、是非この機会にパソコン

に触れ、操作の仕方を習得してみてはいかがで

しょうか。

　講習内容は、初心者でも簡単でわかりやすい内

容となっているほか、今回の講習は、誰もが受講

できるように一般コースのみとなっております。

また、下半期の講習では、上半期に受講したが

「すっかり忘れてしまった」という方も再度受講

することができます。

肩
た
た
く
良
き
隣
人
や
秋
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
木
の
実

八
朔
の
祭
な
つ
か
し
稚
子
の
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
瑞

店
並
ぶ
一
夜
銀
座
の
里
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
勝
男

こ
お
ろ
ぎ
の
闇
を
こ
ろ
ば
す
音
色
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ア
ヤ
子

縫
う
手
止
め
八
朔
笛
の
音
遠
く
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
京
子

風
に
ふ
と
気
付
く
出
会
い
や
秋
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞍
馬
　
賢
治

ひ
ま
わ
り
の
実
の
り
の
頭
た
れ
つ
づ

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
茂

竿
燈
の
妙
技
な
や
ま
す
湖
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
柳
四
郎

手
枕
に
秋
風
さ
そ
う
目
ざ
め
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ト
キ

新
緑
や
樹
海
の
先
の
北
空
港

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
木
　
禮
子

新
涼
の
吟
詠
山
を
低
う
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
島
や
す
雄

旅
に
し
て
海
の
き
わ
み
に
落
つ
る
日

を
背
に
揺
れ
て
小
舟
行
く
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ト
キ

花
柄
の
ゆ
か
た
仕
上
げ
し
こ
の
夕
べ

家
族
好
み
の
茄
子
カ
レ
ー
煮
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
京
子

常
如
ポ
ス
ト
に
届
く
Ｄ
・
Ｍ
の
儲
か

る
情
報
揉
み
て
屑
か
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
木
　
富
子

青
刈
り
の
稲
を
捨
て
ず
に
加
工
し
て

緑
茶
を
つ
く
る
食
品
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
太
一
郎

幼
な
子
の
吾
が
名
よ
び
つ
つ
逝
き
し

と
う
母
を
し
の
び
ぬ
九
十
の
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
　
房
代

訪
う
児
等
の
一
人
だ
に
無
く
隣
家
の

大
き
グ
ミ
の
木
た
わ
わ
に
熟
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
四
郎

不
埒
に
も
太
股
ま
で
も
這
い
の
ぼ
る

蟻
を
人
目
に
拂
う
も
な
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
千
賀
子

や
さ
し
さ
を
い
ざ
な
う
ま
で
に
ほ
の

ぼ
の
と
十
薬
の
花
夕
闇
に
咲
く
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
真
都
子

青
蚊
帳
に
ホ
タ
ル
も
入
れ
て
親
と
子

の
楽
し
き
夜
の
遠
き
日
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
田
　
か
よ

朝
顔
の
花
を
数
う
る
そ
の
一
瞬
小
学

生
の
昔
に
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
幸
子

◎
矢
島
小
学
校
　
　
　
田
口
　
貴
久

風
に
乗
り
太
鼓
の
音
の
ひ
び
き
く
る

祭
り
近
づ
く
夏
の
夕
ど
き

　
講
師
詠
　
　
　
　
　
藤
田
　
嘉
樹

鳥
肌
を
立
た
せ
聞
き
に
し
“
海
征
か

ば
”
サ
イ
パ
ン
島
の
玉
砕
の
と
き
　

申込・問い合わせ

矢島町公民館（日新館内）

　ＴＥＬ0184－56－2203　ＦＡＸ0184－55－4224

定員になり次第締め切ります。（各講習定員20名）

※受講料は一切かかりません。

番号 コース 開催期間 時　間 空状況

１ 一般 　5/7.9.11.14.16.18 18:30̃ ×

２ 一般 　5/21.23.25.28.30.31 13:30̃ ○

３ 一般 　6/4.6.8.11.13.15 18:30̃ ×

４ 一般 　6/9.10.16.17 18:30̃ ○

５ 一般 　5/7.9.11.14.16.18 18:30̃ ○

平成13年度下半期 IT講習会開催予定



ほ　け　ん　だ　よ　り

《相談・健診》
◎なんでも健康相談
　日時　10月24日（水）
　　　　　　　午前９時30分～11時30分
　場所　保健センター
　※健康に関する相談、体脂肪率や血圧測
　　定、赤ちゃんの計測など実施していま
　　す。お気軽にいらして下さい。

◎乳児健診
　　日時　10月24日（水）午後１時
　場所　保健センター
　対象　平成12年10・12月生
　　　　平成13年３・６月生
（持参するもの）
　　母子手帳、記入したアンケート用紙、
　　バスタオル
　※６月生の方は健康相談票を持ってきて
　　下さい。

◎１歳６ケ月児健診
　日時　10月29日（月）午後１時
　場所　保健センター
　対象　平成12年１月～４月生
（持参するもの）
　　母子手帳、記入したアンケート用紙

《予防接種》
◎三種混合
　日時　10月26日（金）午後１時
　場所　保健センター
　対象　①平成13年４月以前生でⅠ期３
　　　　　回終了していない乳幼児
　　　　②Ⅰ期３回目終了後１年経過した
　　　　　幼児
　※記入した予診票と母子手帳を持参して
　　下さい。

◎日本脳炎Ⅰ期（要予約）
　日時・場所
　※下記のうち希望される医院で接種して
　　下さい。
　　10月18日（木）木村医院
　　10月25日（木）佐藤医院
　　10月31日（水）大井医院
　受付時間：午後１時30分～２時
　対象  ①平成11年３月以前生で２回終了
　　　　　していない幼児（昨年までの対
　　　　　象で未接種の方を含む）
　　　  ②Ⅰ期２回目終了後１年経過した
　　　　　幼児
　※希望の１週間前までに医療機関に予約
　　の電話をして下さい。
　※母子手帳と記入した予診票を持参して
　　下さい
　※11月も日本脳炎の予防接種を予定し
　　ています。

◇
◇
◇
婦
人
科
検
診
（
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
）
が
始
ま
り
ま
す
◇
◇
◇

◎
　
乳
が
ん
検
診

　
近
年
、
乳
が
ん
に
か
か
る
日
本
女
性
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
の

乱
れ
が
原
因
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、
食
生
活

を
含
め
た
生
活
環
境
の
欧
米
化
が
増
加
の
引

き
金
に
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
年
代
別
に
見
る
と
40
歳
代
が
約
40
％
を
占

め
、
50
歳
代
、
30
歳
代
、
60
歳
代
と
続
き
ま

す
。
日
頃
の
自
己
検
診
と
年
１
回
の
検
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。

◎
　
子
宮
が
ん
検
診

　
子
宮
が
ん
に
は
、
子
宮
の
入
り
口
あ
た
り

に
発
生
す
る
子
宮
頸
が
ん
と
、
子
宮
の
中
に

で
き
る
子
宮
体
が
ん
が
あ
り
ま
す
。
発
生
率

は
３
〜
４
対
１
く
ら
い
で
頸
が
ん
の
方
が
多

い
の
で
す
が
、
最
近
体
が
ん
の
占
め
る
割
合

が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

は
検
査
さ
え
行
え
ば
ご
く
初
期
に
発
見
で
き
、

治
る
可
能
性
も
非
常
に
高
い
も
の
で
す
。

　
30
歳
を
過
ぎ
た
ら
年
１
回
は
受
診
し
て
病

気
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

※
な
お
、
４
月
に
申
し
込
み
し
て
い
た
だ
い

た
方
に
は
通
知
書
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
が
、

30
歳
以
上
の
女
性
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
し
忘
れ

た
方
や
変
更
の
あ
る
方
は
福
祉
保
健
課
ま
で

連
絡
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
受
診
料
金
は
70

歳
以
上
の
方
、
非
課
税
世
帯
の
方
を
除
い
て
、

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
〇
円

ず
つ
と
な
り
ま
す
。

平成13年度　婦人科検診日程表

会　　場～保健センター

受付時間～午後１時30分～２時

※割り当て日以外でも、都合の良い日に受診して下さい。

実施月日 対　象　地　区

10月3日
(水)

川原小坂・田中・砂子沢・沢内・杉沢・小板戸
木在・荒沢・熊之子沢

10月5日
(金) 上新荘・中屋敷・坂之下・大川原・新町

10月10日
(水) 矢島町・家中新地・丸森・田中町・新丁・舘町・七日町

10月12日
(金) 事業所

10月15日
(月) 豊町・羽坂・栄町・栄町住宅・城新・新道

10月17日
(水)

小田・沖小田・小田住宅・築舘・水上・上の山小杉沢・
持子・八ツ杉・中山・上野・上野平・長泥・坂之下郷内

10月19日
(金)

新所・元町郷内・御嶽・九日町・須郷田・成沢・田沢・
金ケ沢・上原・谷地沢・桃野

10月22日
(月)

山寺・下山寺・矢越・針ケ岡・大谷地・濁川・十二ケ沢・
軽井沢



　☆お問い合せ先

　　福祉保健課健康増進係℡５５－４９６０

健診・予防接種の日程は矢島町のホームペー

ジ（福祉保健課健康増進係）・ｉモードでも御

覧いただけます。

《ホームページアドレス》

http://www.town.yashima.akita.jp/

《ｉモードアドレス》

http://www.town.yashima.akita.jp/

fukusi/fukusi/imodo.html

年金コーナー
 

〜
エ
イ
ズ
個
別
相
談
・

　
　
　
検
査
を
実
施
し
ま
す
〜

　
日
本
で
初
め
て
エ
イ
ズ
患
者
が
確
認
さ
れ
た

の
は
１
９
８
５
年
。
以
来
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ

イ
ズ
患
者
と
も
増
え
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
現
在

ま
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
患
者
の
累
積
人
数
は

５
８
１
８
人
で
す
が
、
感
染
に
気
づ
い
て
い
な

い
人
は
、
か
な
り
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
感
染
の

可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
た
ら
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
こ
の
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ

ま
す
。

◇
日
　
時
　
毎
月
第
３
月
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
11
時

　
　
　
　
　
毎
月
第
１
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
15
分
〜
８
時

◇
料
　
金
　
無
　
料

◇
そ
の
他
　
エ
イ
ズ
対
象
者
の
方
で
Ｃ
型
肝
炎

　
　
　
　
　
抗
体
検
査
を
希
望
す
る
場
合
は
同

　
　
　
　
　
時
に
検
査
可
能
（
10
月
末
ま
で
実

　
　
　
　
　
施
）

◇
申
込
み
　
本
荘
保
健
所
に
予
約
の
電
話
を
し

　
　
　
　
　
て
下
さ
い
。（
℡
22
〜
４
１
２
２
）

　
21
世
紀
こ
そ

　
　
　
結
核
を
制
圧
し
よ
う
！

　
結
核
は
決
し
て
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
も
国
内
で
は
、
年
間
約
４
万
人
の
新
た

な
結
核
患
者
が
発
生
し
、
約
３
千
人
が
結
核
で

亡
く
な
る
と
い
う
最
大
の
感
染
症
で
す
。（
本
荘

由
利
地
域
で
も
平
成
12
年
中
に
20
人
以
上
の
結

核
患
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。）

　
し
か
も
最
近
は
、
学
校
・
医
療
機
関
・
老
人

関
係
施
設
な
ど
で
結
核
集
団
感
染
が
多
く
発
生

し
た
り
、
高
齢
者
の
結
核
患
者
が
増
加
す
る
な

ど
、
様
々
な
問
題
が
出
て
き
て
お
り
、
私
た
ち

一
人
一
人
が
予
防
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
結
核
を
も
う
一
度
よ
く
知
っ
て
、
感
染
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

①
　
咳
が
２
週
間
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
風
邪

　
　
だ
と
思
い
込
ま
な
い
で
医
療
機
関
を
受
診

　
　
し
ま
し
ょ
う
。

②
　
年
に
１
回
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
１
枚

　
　
の
フ
ィ
ル
ム
か
ら
様
々
な
健
康
情
報
が
分

　
　
か
り
ま
す
。

③
　
お
子
さ
ん
を
結
核
か
ら
守
る
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　
　
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

④
　
生
活
が
不
規
則
に
な
り
が
ち
な
20
代
の
発

　
　
病
に
要
注
意
。

国民年金保険料の納付は口座振替が便利です

　忙しい毎日、国民年金保険料を毎月納めに行くのも大変です。ついうっかり納め忘れて

しまったりという方は、口座振替が便利です。

　一度手続きをすると、毎月２５日定期的に保険料が預金口座から振り込まれますので納

め忘れがなく安心です。

手　続　き　は　簡　単

納付書　通帳　印鑑を持って役場又は金融機関へ

国民年金保険料は納期限までに納めましょう

未納のままにしておきますと、万一事故

の場合、各種年金給付を受けられなくな

り、老後の保障もなくなります。

保険料は、必ず期日内に納めましょう。

☆お問い合せ先

生活・環境課住民係℡55－4959



情報ひろば

-Information-

お
知
ら
せ

募
　
集

■
矢
島
町
除
雪
作
業
員
募
集

◇
職
種
　
　
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

◇
募
集
人
員
　
　
　
１
人

◇
応
募
資
格
　
大
型
運
転
免
許
・

大
型
特
殊
運
転
免
許
所
持
者
（
車

両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
修

了
済
者
優
先
）
矢
島
町
在
住
者

◇
雇
用
期
間

　
平
成
13
年
12
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
平
成
14
年
３
月
31
日

◇
勤
務
場
所

　
矢
島
町
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

◇
勤
務
時
間

　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

（
降
雪
日
は
午
前
２
時
30
分
出
勤
、

毎
週
土
・
日
曜
日
は
休
日
但
し
降

雪
状
況
に
よ
り
出
勤
有
り
）

◇
年
齢
　
　
50
歳
ま
で

◇
待
遇
　
　
役
場
規
定
に
よ
る

◇
申
込
　
　
市
販
の
履
歴
書
に
写

　
真
を
添
え
て
建
設
課
に
10
月
20

　
日
ま
で
に
提
出
。
尚
、
採
用
見

　
込
と
な
っ
た
場
合
は
健
康
診
断

　
書
の
提
出
有
り
。

◇
問
い
合
わ
せ
　
矢
島
町
役
場

　
建
設
課
（
℡
55
―
４
９
５
５
）

■
第
10
回
町
長
杯
一
般
男
女

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
参
加
募
集

◇
期
　
日

　
10
月
８
日
（
体
育
の
日
）

　
　
午
前
９
時
〜

◇
会
　
場

　
矢
島
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

◇
種
　
目
　
男
子
　
６
人
制

　
　
　
　
　
女
子
　
９
人
制

◇
参
加
費

　
１
チ
ー
ム
　
３
、
０
０
０
円

◇
申
込
・
問
い
合
せ
先

矢
島
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
事
務

局
（
役
場
内
℡
55
―
４
９
５
１
）

■
矢
中
祭
の
ご
案
内

テ
ー
マ
「
情
熱
」

◇
期
日
　
10
月
28
日
（
日
）

◇
場
所
　
矢
島
中
学
校

◇
内
容

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
、
作
品
展
示
、
バ
ザ
ー
、

ビ
ッ
ク
リ
市
な
ど

◇
食
券
の
予
約
申
込
に
つ
い
て

軽
食
、
飲
み
物
の
販
売
を
い
た
し

ま
す
。
中
学
生
の
い
な
い
家
庭
で

ご
希
望
の
方
は
、
矢
島
中
学
校
へ

直
接
申
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

※
問
合
せ
先
　
矢
島
中
大
友
ま
で

■
無
料
特
設

　
　
人
権
相
談
所
開
設

　
人
間
関
係
や
人
権
問
題
で
悩
ん

で
い
る
方
の
た
め
に
、
法
務
局
職

員
、
矢
島
町
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、
一
切
秘
密
に
取

り
扱
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
下
さ
い
。

◇
相
談
日
　
10
月
３
日
（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◇
相
談
場
所
　
矢
島
町
福
祉
会
館

◇
相
談
内
容
　
土
地
、
建
物
、
登

記
、
相
続
、
戸
籍
、
夫
婦
、
い
じ
め

な
ど
に
関
す
る
問
題

■
計
画
出
荷
以
外
の
売
渡
に

は
届
出
が
必
要
で
す
。

◇
対
象
米
穀

①
計
画
出
荷
以
外
の
内
売
渡
す
物

②
役
務
の
対
価
等
と
し
て
米
穀
の

　
原
物
支
払
を
す
る
物

◇
用
紙
の
設
置

　
秋
田
食
糧
事
務
所
本
荘
支
所

　
第
一
種
登
録
出
荷
取
扱
業
者

◇
問
合
せ
先
　
秋
田
食
糧
事
務
所

本
荘
支
所
℡
22
―
０
９
９
１

■
戦
傷
病
者
等
の
妻
の
方
へ

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

■
ご
存
知
で
す
か
行
政
相
談

　
総
務
省
で
は
、
行
政
に
関
す
る

苦
情
や
要
望
事
項
な
ど
に
つ
い
て

の
相
談
を
お
聞
き
し
、
そ
の
事
案

の
改
善
を
図
る
た
め
、
毎
月
行
政

相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
10
月
は
、
こ
の
相
談
制
度
の
理

解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
15
日

か
ら
21
日
ま
で
を
「
行
政
相
談
週

間
」
と
し
て
各
種
事
業
が
展
開
さ

れ
ま
す
。

　
矢
島
町
に
お
い
て
も
次
の
日
程

で
相
談
日
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で

ご
安
心
下
さ
い
。

　
行
政
相
談
委
員
　
佐
藤
重
夫
氏

　（
郷
内
　
℡
55
ー
３
３
９
１
）

◇
相
談
日
　
１
日
、
22
日
、
29
日

◇
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所
　
矢
島
町
福
祉
会
館

■
わ
ん
わ
ん
ス
ク
ー
ル
開
催

　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

　
広
く
動
物
愛
護
の
精
神
を
普
及

し
、
飼
い
主
に
対
し
犬
を
飼
う
際

の
ル
ー
ル
を
身
に
付
け
て
も
ら
う

た
め
に
わ
ん
わ
ん
ス
ク
ー
ル
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時
　
10
月
13
日
（
土
）

　
　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分
ま
で

◇
場
所
　
本
荘
保
健
所
駐
車
場

◇
参
加
申
込

（
社
）
秋
田
県
獣
医
師
会
由
利
支
部

（
℡
24
―
３
９
９
０
）

◎
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
戦

傷
病
者
等
と
婚
姻
さ
れ
た
妻
又
は

同
日
以
降
事
後
重
症
に
よ
り
第
５

款
症
以
上
の
戦
傷
病
者
等
と
な
ら

れ
た
方
の
妻
で
あ
っ
て
、
平
成
13

年
４
月
１
日
に
お
い
て
戦
傷
病
者

等
で
あ
る
夫
が
第
５
款
症
以
上
の

増
加
恩
給
等
を
受
け
て
い
た
方
。

◎
平
成
８
年
５
月
に
最
終
償
還
を

迎
え
た
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す

る
特
別
給
付
金
の
受
給
権
を
取
得

し
た
妻
で
あ
っ
て
、
戦
傷
病
者
等

で
あ
る
夫
が
平
成
５
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
８
年
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
公
務
傷
病
以
外
の
原
因
に
よ

り
死
亡
さ
れ
た
方

◇
請
求
期
間

　
平
成
13
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
平
成
16
年
９
月
30
日
ま
で

※
詳
し
く
は
生
活
・
環
境
課
（
℡
55

―
４
９
５
９
）
ま
で
お
問
合
せ
下

さ
い
。



おらの汽車

おばこ号

  ８月の１日

平均乗車人数

    1,233人

講
習
会
な
ど

■
「
米
国
同
時
テ
ロ
被
災
者
救

援
金
」
の
口
座
開
設
に
つ
い
て

　
日
本
赤
十
字
社
秋
田
県
支
部
で

は
救
援
金
の
受
付
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。

◇
名
称
「
米
国
同
時
テ
ロ
被
災
者

救
援
金
」

◇
受
付
期
間

　
９
月
18
日
〜
10
月
17
日
ま
で

◇
受
付
口
座

一
、
郵
便
振
替

０
０
１
１
０
―
２
―
５
６
０
６

名
義
「
日
本
赤
十
字
社
」

二
、
銀
行
振
込

①
秋
田
銀
行
普
通
預
金
「
５
１
６

３
０
４
」
日
本
赤
十
字
社
秋
田
県

支
部
長
宛

②
手
数
料
は
無
料
で
す

③
通
信
欄
に
米
国
同
時
テ
ロ
被
災

者
救
援
金
と
明
記
し
て
下
さ
い
。

※
尚
、
高
知
県
西
部
大
雨
災
害
義

援
金
も
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
日
赤
矢
島
町
分
区

（
℡
56
―
２
２
０
５
）
ま
で
。

（
制
度
の
概
要
）　

　
自
動
者
事
故
に
よ
り
常
時
ま
た

は
随
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
重

度
後
遺
障
害
者
を
抱
え
る
家
族
の

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
介
護
料

■
介
護
料
支
援
制
度
の
ご
案
内

自
動
車
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
々
へ

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

◇
対
象
及
び
支
給
額
（
月
額
）

　
障
害
程
度
に
応
じ
て
次
の
と
お

り
お
支
払
い
致
し
ま
す
。

◎
常
時
要
介
護
の
方

　
１
級
３
号
ま
た
は
４
号

　
５
８
、
５
７
０
円
〜

　
　
　
　
１
３
６
、
８
８
０
円

◎
随
時
要
介
護
の
方

　
２
級
３
号
ま
た
は
４
号

　
２
９
、
２
９
０
円
〜

　
　
　
　
　
５
４
、
０
０
０
円

　
等
級
は
自
賠
責
保
険
等
に
よ
る

後
遺
障
害
等
級
認
定
通
知
書
に
よ

る
。

※
問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
８
〜
８
６
３
〜
５
８
７
５

■
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

会
・
受
験
願
書
の
受
付
に
つ
い
て

　
平
成
13
年
乙
種
第
四
類
及
び
丙

種
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◇
期
日
・
場
所

　
10
月
25
日
〜
26
日

　
秋
田
市
文
化
会
館
他
３
カ
所

丙
種
危
険
物
取
扱
者
準
備
講
習
会

11
月
４
日
秋
田
市
文
化
会
館
の
み

◇
受
付
期
間
　
随
時
受
付

◇
受
講
料
　
１
４
、
０
０
０
円

　
※
危
険
物
安
全
協
会
会
員
は

　
　
　
　
　
　
９
、
０
０
０
円

　
申
込
書
類
等
は
消
防
署
に
あ
り

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
消
防
署

に
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

尚
、
危
険
物
取
扱
者
試
験
は
12
月

２
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
受
験

願
書
の
受
付
は
10
月
４
日
〜
15
日

ま
で
で
す
。
十
分
注
意
願
い
ま
す

　（
矢
島
地
区
消
防
組
合
消
防
署
）

■
秋
田
県
野
球
協
会

２
種
公
認
審
判
員
資
格
審
査
会

◇
試
験
会
場
　
本
荘
市

◇
日
時
　
10
月
７
日
（
日
）

　
・
筆
記
試
験
　
午
前
10
時
〜

　
・
実
技
試
験
　
午
後
１
時
〜

◇
受
験
料
　
　
３
、
５
０
０
円

※
受
験
資
格
等
詳
細
は
、

佐
々
木
和
美
（
℡
22
―
１
６
０
４
）、

鈴
木
幸
治
（
℡
22
―
４
０
９
８
）
へ

稲
わ
ら
の
野
焼
き
は
で
き
ま
せ
ん
　
10
月
１
日
〜
11
月
10
日

　
稲
わ
ら
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
秋
田
県
公
害
防
止
条
例
の

規
定
に
よ
り
10
月
１
日
か
ら
11
月
10
日
ま
で
の
期
間
は
稲
わ
ら
等
の
野
焼
き

は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
稲
わ
ら
ス
モ
ッ
グ
は
、
大
気
汚
染
ば
か
り
で
な
く
、
道
路
や
沿
道
周
辺
が

視
界
不
良
と
な
っ
て
、
自
動
車
運
行
上
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
条
例
に
違
反
し
ま
す
と
、
文
書
に
よ
る
勧
告
、
氏
名
等
の
公
表
が
行
わ
れ

ま
す
。

65歳以上のみなさんへ

月から介護保険料が本来の額になります！

　65歳以上の方は、介護保険制度に慣れていただくため

に、平成13年９月分までの介護保険料が2分の1に軽減

されていましたが、10月からは本来の保険料となります。

なお、普通徴収の方は、年間の保険料を８期（７月～２月）に分割しての納付となります。

詳しくは、今月号と一緒に配布になりましたパンフレットをご覧ください。

段　階 対　象　者 計算方法 10月から(月額）

第１段階
　●老齢福祉年金の受給者で、本人及び
　　世帯全員が住民税非課税の場合
　●生活保護の受給者

基準額×0.5 1,310円

第２段階 　本人及び世帯全員が住民税非課税 基準額×0.75 1,970円

第３段階 　本人が住民税非課税 基準額 2,630円

第４段階
　本人が住民税課税で合計所得金額が
　２５０万円未満の人 基準額×1.25 3,280円

第５段階
　本人が住民税課税で合計所得金額が
　２５０万円以上の人 基準額×1.5 3,940円


